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公開日: 2010/03/09
  [ 抄録 ][ 全文PDF (499K) ]

 
真宗教判論の一考察
池田 真 
公開日: 2010/03/09

708-710

  [ 抄録 ][ 全文PDF (329K) ]

 
真宗における「世俗化」の問題-特に教団の現状を
巡って-
合群 信哉 
公開日: 2010/03/09

711-713

  [ 抄録 ][ 全文PDF (331K) ]

 
菩薩道としての真宗教学
桃井 信之 
公開日: 2010/03/09

714-716

  [ 抄録 ][ 全文PDF (369K) ]

 
神祇不拝の本質的意義
山崎 龍明 
公開日: 2010/03/09

717-722

  [ 抄録 ][ 全文PDF (636K) ]

 
『親鸞伝絵』の熊野不浄参詣をめぐる諸問題
小島 惠昭 
公開日: 2010/03/09

723-727

  [ 抄録 ][ 全文PDF (617K) ]

 
真宗神祇観の一考察-親鸞における神祇護念観の理解
をめぐって-
野世 英水 
公開日: 2010/03/09

728-730

  [ 抄録 ][ 全文PDF (347K) ]

 
熊野地方に於ける仏教展開の特質
竹内 堅丈 
公開日: 2010/03/09

731-733

  [ 抄録 ][ 全文PDF (376K) ]

 
如浄会下の道元禅師-身心脱落と面授-
佐藤 秀孝 
公開日: 2010/03/09

734-737

  [ 抄録 ][ 全文PDF (496K) ]

 
道元禅師の出家在家の問題に関する一試論-入越前後
の説示変化に関連して-
石井 清純 
公開日: 2010/03/09

738-741

  [ 抄録 ][ 全文PDF (429K) ]

 
道元禅師の思惟の構造
確信の根拠に関する試論
岡島 秀隆 
公開日: 2010/03/09

742-747

  [ 抄録 ][ 全文PDF (663K) ]

 
『正法眼蔵』における尽の思想 (一)
粟谷 良道 
公開日: 2010/03/09

748-751

  [ 抄録 ][ 全文PDF (434K) ]

 
道元とスピノザの因果観
比較哲学的研究
笠井 貞 
公開日: 2010/03/09

752-758

  [ 抄録 ][ 全文PDF (829K) ]

禅茶の思想 759-763
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  池田 豊人 
公開日: 2010/03/09

  [ 抄録 ][ 全文PDF (550K) ]

 
一休宗純の印可観について -『自戒集』をめぐって-
飯塚 大展 
公開日: 2010/03/09

764-767

  [ 抄録 ][ 全文PDF (421K) ]

 
明治初期の日蓮宗における教会結社について
浜島 典彦 
公開日: 2010/03/09

768-770

  [ 抄録 ][ 全文PDF (352K) ]

 
日蓮教学における「不孝」の罪について
原 慎定 
公開日: 2010/03/09

771-773

  [ 抄録 ][ 全文PDF (337K) ]

 
近代仏教の形成と「肉食妻帯論」をめぐる問題
池田 英俊 
公開日: 2010/03/09

774-780

  [ 抄録 ][ 全文PDF (884K) ]

 

第三十九回学術大会シンポジウム報告「インド学仏教
学におけるコンビューター利用の現状と問題点」につ
いて
今西 順吉，金田 康正，藤波 順久，清水 光幸，浜野
哲敬，James Hubbard 
公開日: 2010/03/09

805-792

  [ 抄録 ][ 全文PDF (1321K) ]

 
『般若波羅蜜多心経幽賛』における三練磨心について
葉 阿月 
公開日: 2010/03/09

813-806

  [ 抄録 ][ 全文PDF (958K) ]

 
把握対象と顕現対象について
福田 洋一 
公開日: 2010/03/09

818-814

  [ 抄録 ][ 全文PDF (601K) ]

 
ドゥラ (bsDus grwa) 書の系譜
小野田 俊蔵 
公開日: 2010/03/09

825-819

  [ 抄録 ][ 全文PDF (627K) ]

 
“Trailokyavijaya mahakalparaja”の研究 -
mulatanrta を中心にして-
川嶋 健 
公開日: 2010/03/09

828-826

  [ 抄録 ][ 全文PDF (335K) ]

 
仏説大乗観想曼拏羅浄諸悪趣経について
乾 仁志 
公開日: 2010/03/09

834-829

  [ 抄録 ][ 全文PDF (675K) ]

 
Dharmakirti と Subhagupta
Srutipariksa 及び Sarvajnasiddhi に就て
若原 雄昭 
公開日: 2010/03/09

838-835

  [ 抄録 ][ 全文PDF (445K) ]

 
二諦説について
インド仏教のメタ論理
清水 光幸 
公開日: 2010/03/09

842-839

  [ 抄録 ][ 全文PDF (369K) ]
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自性証因と所作証因への還元化について -
Pramanaviniscaya 第三章を中心にして-
岩田 孝 
公開日: 2010/03/09

850-843

  [ 抄録 ][ 全文PDF (892K) ]

 
七番目の識としての染汚意と末那識
羽生 裕彦 
公開日: 2010/03/09

853-851

  [ 抄録 ][ 全文PDF (324K) ]

 
『現観荘厳論』における種姓の区別
谷口 富士夫 
公開日: 2010/03/09

858-854

  [ 抄録 ][ 全文PDF (511K) ]

 
無畏論と仏護註の譬喩表現
斎藤 明 
公開日: 2010/03/09

864-859

  [ 抄録 ][ 全文PDF (612K) ]

 
大乗『涅槃経』の一考察 -医学思想に関連して-
幅田 裕美 
公開日: 2010/03/09

867-865

  [ 抄録 ][ 全文PDF (348K) ]

 
『法華経』における〈eka〉の概念
前谷 彰 
公開日: 2010/03/09

871-868

  [ 抄録 ][ 全文PDF (426K) ]

 
法華経菩薩思想の研究 -janenti bodhim-
久保 継成 
公開日: 2010/03/09

877-872

  [ 抄録 ][ 全文PDF (532K) ]

 
コンピューターによる仏教混淆梵語の研究 (3)
梵文法華経写本における文法解釈の問題
山崎 守一 
公開日: 2010/03/09

884-878

  [ 抄録 ][ 全文PDF (754K) ]

 

コンピューターによる仏教混淆梵語の研究 (2)
仏教混淆梵語のテキスト編集とデーヴァナーガリー文
献の解読
川添 良幸 
公開日: 2010/03/09

891-885

  [ 抄録 ][ 全文PDF (700K) ]

 
コンピュータによる仏教混淆梵語の研究 (1)
仏教混淆梵語写本研究の問題点
塚本 啓祥 
公開日: 2010/03/09

899-892

  [ 抄録 ][ 全文PDF (771K) ]

 
「般若経」における abhava の用法
渡辺 章悟 
公開日: 2010/03/09

904-900

  [ 抄録 ][ 全文PDF (568K) ]

 
東寺・海竜王寺貝葉考 -アビダルマ写本研究 (3)-
松田 和信 
公開日: 2010/03/09

909-905

  [ 抄録 ][ 全文PDF (564K) ]

 
三世実有説再考
法体恒有
吉元 信行 

915-910
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